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仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

健
康
づ
く
り
親
睦
交
流

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露

小型ポンプ操法での真剣な眼差し。

白熱したプレーを見せる参加者。

6
月
30
日
、
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会
が
落

合
運
動
公
園
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。市

内
の
消
防
団
10
分
団
か
ら
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
15
チ
ー
ム
、
規
律
訓
練
の
部

に
5
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

開
始
は
梅
雨
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
快
晴
。

団
員
は
き
び
き
び
と
一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
を

正
確
に
素
早
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
上
位
３
チ
ー
ム
は
７
月
14
日
に

大
仙
市
で
行
わ
れ
た
大
仙
・
仙
北
・
美
郷
支

部
消
防
訓
練
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

▼
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

▼
優

勝

第
10
分
団
2
班
（
中
川
地
区
）

▼
準
優
勝

第
4
分
団
3
班
（
神
代
地
区
）

▼
第
３
位

第
8
分
団
1
班
（
白
岩
地
区
）

規
律
訓
練
の
部

▼
優

勝

第
8
分
団
（
白
岩
地
区
）

▼
準
優
勝

第
10
分
団
（
中
川
地
区
）

▼
第
３
位

第
9
分
団
（
雲
然
地
区
）

個
人
賞
（
小
型
ポ
ン
プ
）

▼
指
揮
者

本
田
翔
平
（
第
10
分
団
2
班
）

▼
１
番
員

高
橋
将
太
（
第
8
分
団
1
班
）

▼
２
番
員

佐
々
木
剛
（
第
4
分
団
3
班
）

▼
３
番
員

青
山
大
輔
（
第
10
分
団
2
班
）

規律訓練では、機敏な動きが見られました。

6
月
25
日
、
市
内
21
の
老
人
ク
ラ
ブ
、

１
０
１
人
が
参
加
し
、
親
睦
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
神
代
大
沼
農
村
広
場
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
向
陽
ク
ラ
ブ
の
伊
藤
一
男
さ
ん

が
「
皆
さ
ん
、
暑
さ
に
負
け
ず
、
は
つ
ら
つ
と

プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い

競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
最
高
齢
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
な

ん
と
95
歳
！
参
加
者
は
真
剣
に
プ
レ
ー
を
し
な

が
ら
も
、
他
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

と
の
交
流
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

仙
北
市
観
光
大
使
交
流
会

７
月
４
日
、
仙
北
市
観
光
大
使
交
流
会
を
あ
き
た
美
彩
館
（
東
京

都
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
市
長
を
交
え
て
お
互
い
に
情
報
共
有
や
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
で
、
観
光
大
使
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
や
今

後
の
誘
客
宣
伝
事
業
へ
活
か
す
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

現
在
、
観
光
大
使
を
お
願
い
し
て
い
る
の
は
仙
北
市
出
身
や
仙
北

市
に
ご
縁
の
あ
る
８
人
の
皆
さ
ん
で
す
が
、
当
日
は
三
枚
堂
正
悟
氏

（
株
式
会
社
バ
ス
ク
リ
ン
・
代
表
取
締
役
社
長
）、
小
桜
舞
子
氏
（
演

歌
歌
手
）、
台
湾
親
善
大
使
の
一
青
妙
氏
（
作
家
・
女
優
・
歯
科
医
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
主
に
活
動
の
報
告
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
の

話
題
が
あ
げ
ら
れ
「
名
物
な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
」、「
通
過
型
で
は
な

観
光
振
興
に
提
言
を

く
、
滞
在
型
の
観
光
地
を
こ
れ

か
ら
も
目
指
し
て
い
く
べ
き
」

な
ど
の
提
言
も
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
は
辰
年
と
い
う

こ
と
で
、
田
沢
湖
の
伝
説
「
辰

子
姫
」
を
推
し
て
い
き
た
い
話

も
あ
り
ま
し
た
。
話
題
は
観
光

だ
け
で
は
な
く
、
少
子
化
や
人

口
減
少
、
産
業
振
興
ま
で
に
展

開
し
た
実
り
あ
る
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

観
光
大
使
の
皆
さ
ん
に
は

引
き
つ
づ
き
、
観
光
資
源
、
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
な
ど
観

光
Ｐ
Ｒ
の
強
化
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

左
か
ら
、
一
青
妙
氏
、
小
桜
舞
子
氏
、
田

口
市
長
、
三
枚
堂
正
悟
氏
。

දࢴのࣸਅからදࢴのࣸਅからදࢴのࣸਅから
７
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、仙
北
市
馬
術
競
技
場
を
会
場
に「
令
和
６
年
度
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
兼
第
51
回
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
馬
術
競
技
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

東
北
６
県
（
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
秋
田
・
山
形
・
福
島
）
の
選
手
が
出
場
し
、
演
技
の

正
確
さ
や
美
し
さ
を
競
う
「
馬
場
馬
術
競
技
」、
障
害
物
を
落
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
飛
越
す

る
「
障
害
飛
越
競
技
」
な
ど
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

6
月
26
日
、角
館
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
田
口
宗
弘
会
長
）か
ら
、

角
館
小
学
校
の
通
級
指
導
教
室
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
団
体
は
、
昭
和
34
年
に
発
足
さ
れ
、

今
回
で
49
回
目
の
寄
付
と
な
り
ま
す
。

角
館
小
学
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
田
口
会
長
が
「
児
童

が
喜
ん
で
い
る
と
聞
く
と
、
毎
年
寄
付
を
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
る
。
今
後
も
地
域
社
会
へ
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

佐
藤
校
長
か
ら
は
「
い
た
だ
い
た
寄
付
金
で
、
教
材
や
備
品
を

揃
え
て
い
る
。
通
級
指
導
教
室
に
通
う
の
が
楽
し
み
と
い
う
児
童

も
多
く
、
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

֯ؗϩʔλϦʔΫϥϒから
֯ؗখֶدʹߍۚΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠

左から田口会長、佐藤校長、宮下幹事。

藤原駿選手（秋田県）の競技。

令和 6 年度国民スポーツ大会東北ブロック大会兼

第 51 回東北総合スポーツ大会 馬術競技
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角
館
小
学
校
で
景
観
学
習
教
室

７
月
10
日
、
角
館
小
学
校
６
年
生
65
人
が
総
合
学
習
の

一
環
で
、
景
観
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

４
年
目
と
な
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
元
の
景
観
に
つ

い
て
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
景
観
づ
く
り
市

民
会
議
（
安
藤
雄
介
会
長
）
が
企
画
し
、
講
師
と
し
て
弘

前
大
学
の
北
原
啓
司
特
任
教
授
が
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
児
童
た
ち
は
５
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
ま
ち
歩
き
を
行
い
、
自
分
が
好
き
だ
な
と
思
う
と
こ

ろ
、
い
や
だ
な
と
思
う
と
こ
ろ
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
気
に
な
る
一
枚
を
発
表
し
、
北
原

教
授
が
丁
寧
に
講
評
を
し
ま
し
た
。

安
藤
会
長
は
、「
ま
ち
歩
き
を
し
て
、
い
つ
も
は
気
づ
か

な
い
と
こ
ろ
を
気
づ
い
て
く
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
そ
う
い
う
視
点
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

秋
田
県
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

６
月
29
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
を
会
場

に
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
と
は
、
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
県

民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
秋
田
県
と
秋
田

県
人
権
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
、
県
内
の
市
町
村
で
年

に
１
回
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
は
仙
北
市
が
会
場
に
選
ば
れ
、
秋
田
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ワ
ッ
ク
ダ
ン
ス
の
披
露
や
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
活
躍
し
た
個
人
や
団
体

を
称
え
る
秋
田
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
表
彰
式
、
ジ
ェ

仙
北
市
景
観
づ
く
り
市
民
会
議

梅
雨
空
の
中
、
ま
ち
歩
き
を
行
う

児
童
た
ち
。

北
原
特
任
教
授
の
授
業
の
様
子
。

南
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら

➡

ン
ダ
ー
平
等
と
多
様
性

社
会
に
つ
い
て
の
基
調

講
演
、「
だ
れ
も
が
イ
キ

イ
キ
共
生
社
会
」を
テ
ー

マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
教
育
・
防
災
・

多
様
性
と
観
光
に
つ
い

て
考
え
る
分
科
会
が
催

さ
れ
、
約
90
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

パネルディスカッションの様子。
左から、坂本佐穂さん、清水大さん、石川晴久さん。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

第
��
回
大
仙
・
仙
北
・
美
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畜
産
共
進
会

7
月
1
日
、
大
仙
市
神
岡
・
さ
さ
く
ら
公
園
で
、
第
18
回
大
仙･

仙
北･

美
郷
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、市
内
か
ら
7
農
家
が
参
加
し
、

肥
育
牛
を
含
め
て
13
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
角
館
の
相

馬
勲
さ
ん
が
第
１
部(

肉
用
牛
の
部)

第
３
類(

若
雌
の
２)

お
よ
び

第
４
類(

若
雌
の
３)

で
優
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
市
内

出
品
者
も
１
等
賞
や
２
等
賞
な
ど
、
上
位
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
３
類
肥
育
牛
の
部
門
に
お
い
て
は
、
西
木
の
伊
藤
則
夫
さ
ん
が

１
等
賞
2
席
を
１
頭
、
２
等
賞
を
３
頭
受
賞
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
１
部
肉
用
牛

▼
第
１
類
（
育
成
雌
）
２
等
賞
１
席
そ
の
だ
２
８
６
号
菅
原
孝
作

（
角
館
）
▼
第
３
類
（
若
雌
の
２
）
優
等
賞
に
お
う
５
０
２
号
相

馬
勲
（
角
館
）
▼
第
３
類
（
若
雌
の
２
）
１
等
賞
２
席
う
い
ん
た

あ
ら
ん
ど
号
㈱
チ
ク
テ
ッ
ク
（
田
沢
湖
）
▼
第
４
類
（
若
雌
の
３
）

優
等
賞
１
席
に
お
う
４
９
４
号
相
馬
勲
（
角
館
）
▼
第
４
類
（
若

雌
の
３
）
１
等
賞
１
席
さ
く
ら
こ
号
㈱
チ
ク
テ
ッ
ク
（
田
沢
湖
）

▼
第
４
類
（
若
雌
の
３
）
２

等
賞
２
席
第
94
く
ろ
や
ま

号
㈱
チ
ク
テ
ッ
ク
（
田
沢

湖
）

第
３
部
肥
育
牛

▼
１
等
賞
２
席
義
斗
号
伊

藤
則
夫
（
西
木
）
▼
２
等

賞
１
席
４
勝
25
号
伊
藤
則

夫
（
西
木
）
▼
２
等
賞
２
席

若
桜
号
伊
藤
則
夫
（
西
木
）

▼
２
等
賞
３
席
泉
福
号
伊

藤
則
夫
（
西
木
）
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田
沢
湖
ブ
ル
ー
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
４

7
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
、
田
沢
湖
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
環
境
に
も
目
を
向
け
る
イ
ベ
ン

ト
「TAZAW

AKO
BLU
E
W
EEK

２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、田
沢
湖
畔
周
辺
事
業
者
と
行
政
で
構
成
す
る
団
体
「
秋

田
ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ー
ス
」
が
主
催
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
と

清
掃
活
動
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

期
間
中
の
6
日
に
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
田
沢
湖
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
縄
文
の
森
た
ざ
わ
こ
」
周
辺
を
会
場
に
、ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
カ
ヤ
ッ
ク
、
サ
ッ
プ
な
ど
の
多
彩
な
コ
ン
テ
ン

ツ
が
提
供
さ
れ
、
訪
れ
た
来
場
者
は
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
に
よ
る
食
事
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
7
日
は
、
悪
天
候
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
む

ボードの上に立つサップに挑戦！

夏
の
防
災
体
験
教
室

7
月
13
日
、
西
木
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
と
駐
車
場
で
「
夏
の
防
災
体
験

教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人

が
災
害
時
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

こ
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
は
中
央
公
民

館
が
主
催
し
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く

校
、角
館
消
防
署
西
木
分
署
、消
防
団
、

地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
、
建
設
業
協

会
な
ど
、
多
く
の
賛
同
団
体
の
協
力

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
半
の
防
災
講
座
で
は
、
各
地
の

被
災
地
で
活
動
を
続
け
て
い
る
日
本

赤
十
字
秋
田
短
期
大
学
の
及
川
真
一

氏
が
、
避
難
の
3
原
則
と
し
て
「
事

災
害
時
の
対
応
方
法
を
体
験
し
て
学
ぶ

前
に
避
難
先
を
確
認
し
て
お
き
、
勧

告
が
出
た
ら
す
ぐ
に
地
域
住
民
み
ん

な
で
避
難
す
る
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
を

回
避
で
き
る
。
災
害
時
の
情
報
は
待

つ
の
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
自
ら
情
報

を
受
け
取
り
、
災
害
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
捉
え
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

後
半
の
実
演
体
験
で
は
、
参
加
者

が
煙
体
験
ハ
ウ
ス
や
模
擬
消
火
、
消

防
服
の
着
用
な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、

地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
に
よ
る
炊
き

出
し
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

模擬消火を体験。

防災講座の様子。

委
嘱
状
と
感
謝
状
を
伝
達

令
和
6
年
７
月
１
日
付
け
で
田
口
和
典
さ

ん
（
田
沢
湖
生
保
内
）、
伊
藤
一
智
さ
ん
（
西

木
町
西
明
寺
）
に
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
が

法
務
大
臣
よ
り
発
令
さ
れ
、
秋
田
地
方
法
務

局
大
曲
支
局
の
大
野
忠
一
支
局
長
か
ら
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
竹
田
幸
博
さ
ん

（
同
日
付
退
任
、
田
沢
湖
生
保
内
）、
佐
藤
よ

し
子
さ
ん
（
同
日
付
退
任
、
西
木
町
西
明
寺
）

に
同
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

親子でツリークライミ
ング体験中。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

～輝くときӫޫŋදজ

全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
神
代
小
学
校

が
学
校
環
境
緑
化
の
部
で
準
特
選
（
第
二
席
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

６
月
20
日
に
は
、
市
役
所
西
木
庁
舎
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
同
校
の
児
童
を
代
表
し
佐
藤
龍
ノ
介
さ
ん
と
本
間
に

こ
さ
ん
が
出
席
し
、
県
教
育
庁
南
教
育
事
務
所
仙
北
出
張

所
の
和
田
所
長
か
ら
、
賞
状
と
記
念
品
の
盾
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

賞
状
を
受
け
取
っ
た
佐
藤
さ
ん
は
「
次
回
も
受
賞
で
き

る
よ
う
に
、
花
だ
ん
の
手
入
れ
を
頑
張
り
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
品
の
盾
を
受
け
取
っ
た
本
間
さ
ん
は
「
今

年
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し

ま
し
た
。

左から和田所長、黒澤校長、本間さん、佐藤さん、須田教育長。

全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

神
代
小
学
校
が
準
特
選
を
受
賞

秋
田
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

５
月
10
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
秋
田
県
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
評
議
員
会
」
に
お
い

て
、
仙
北
市
社
会
教
育
委
員
の
佐
藤
秋
夫
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
仙
北
市
の
社
会
教
育
委
員
と

し
て
社
会
教
育
中
期
計
画
策
定
委
員
も
務

め
、
市
の
社
会
教
育
の
振
興
と
発
展
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
秋
田
県
の
社
会
教
育
の
推

進
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
教
育
活
動
に
貢
献

昭
和
54
年
７
月
に
戊
辰
戦
争
の
縁
で

仙
北
市
（
旧
角
館
町
）
と
長
崎
県
大
村

市
が
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結
し
て
か
ら

45
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
５
月

31
日
、
大
村
市
で
姉
妹
都
市
提
携
45
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
か
ら
は
田
口
市
長
、
黒
沢
市

議
会
議
長
を
は
じ
め
と
し
た
市
関
係
者
、

戊
辰
会
、
飾
山
囃
子
団
体
な
ど
38
人
が

参
加
し
、
更
な
る
交
流
の
絆
を
深
め
ま

し
た
。

総
勢
１
２
０
人
の
参
加
と
な
っ
た
記

念
式
典
で
は
、
園
田
大
村
市
長
は
「
姉

妹
都
市
交
流
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

て
き
た
関
係
者
さ
ま
の
協
力
で
式
を
盛

大
に
挙
行
で
き
た
。
45
周
年
を
契
機
に

今
後
も
市
民
交
流
の
絆
を
深
め
て
い
き

た
い
」
と
両
市
の
更
な
る
交
流
発
展
を

祈
念
し
ま
し
た
。

田
口
仙
北
市
長
は
「
姉
妹
都
市
提
携

の
契
機
と
な
っ
た
浜
田
謹
吾
少
年
を
は

じ
め
、
３
２
６
名
の
大
村
藩
士
の
決
意

と
戦
い
が
あ
っ
て
今
日
が
あ
る
。
姉
妹

都
市
提
携
45
周
年
は
、
私
た
ち
の
交
流

の
通
過
点
で
す
。
こ
の
後
も
末
長
く
お

付
き
合
い
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
文
化
交
流
、
友
好
親
善

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
「
大
村
市
姉

妹
都
市
親
善
協
会
」、大
村
市「
吾
往
会
」、

仙
北
市
「
戊
辰
会
」
に
両
市
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
来

賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
両
市
市
民
の
友

好
関
係
お
よ
び
市
勢
の
更
な
る
発
展
を

確
認
す
る
姉
妹
都
市
提
携
共
同
宣
言
書

へ
の
署
名
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た

祝
賀
会
で
は
、
相
互
の
親
善
を
深
め
あ

い
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
仙
北
市
役

所
職
員
が
主
と
な
り
結
成
さ
れ
た
総
勢

10
人
の
「
仙
北
市
役
所
角
館
飾
山
囃
子

振
興
会
」
が
和
太
鼓
や
笛
・
三
味
線
・

小
鼓
の
演
奏
と
歌
で
飾
山
囃
子
と
手
踊

り
を
披
露
し
、
大
勢
の
参
加
者
を
魅
了

し
ま
し
た
。

署名が行われた姉妹都市提携共同宣言書と両市長。

祝賀会で発表を行った角館飾山囃子振興会。

角館神明社境内に建立されている浜田謹吾少年像。

大村市に建立されている浜田
謹吾少年像。

7
月
19
日
、
高
齢
者
を
救
護
し
た
と
し
て
、
仙
北
警
察
署
長
か
ら
角
館
高
校

の
8
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
同
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
す
る
3
年
の

北
田
遥
さ
ん
、
樫
尾
禾
南
さ
ん
、
石
郷
岡
紗
さ
ん
、
伊
藤
杏
李
さ
ん
、
2
年
の

齋
藤
ひ
な
た
さ
ん
、
田
口
由
理
香
さ
ん
、
髙
橋
実
子
さ
ん
、
三
浦
菜
々
美
さ
ん

で
す
。

8
人
は
部
活
動
の
練
習
へ
向
か
う
途
中
、
4
月
26
日
午
後
２
時
ご
ろ
、
角
館

町
地
内
の
駐
車
場
に
お
い
て
転
倒
し
て
い
る
高
齢
者
を
発
見
し
、
協
力
し
て
救

護
や
高
齢
者
の
自
宅
ま
で
送
り
届
け
ま
し
た
。

3
年
の
樫
尾
さ
ん
は
「
自
分
の
地
元
で
あ
る
仙
北
市
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で

貢
献
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

感謝状が贈られた8人と石井仙北警察署長（前列中央）。

高
齢
者
を
救
護

角
館
高
校
の
生
徒
�
人
へ
感
謝
状

感謝状贈呈式の様子。

姉妹都市提携の象徴とし
て両市に建立されたお互
いの像は 2000km以上
も離れて向かい合ってい
ます

ઋࢢɾେଜ࢞ࢢຓࢢఏܞ��पه೦ࣜయ

　角館町と大村市は、昭和54年7月18日姉妹都市提携の調印を行い
ました。この背景となったのは戊辰の役（1868年）です。東北地方で
新政府側だった秋田は、周囲の旧幕府側の攻撃を受けて孤立し、大村
藩に援軍を求めました。大村藩士326人からなる北伐隊は海路日本海
を経て、船川港経由で角館に進軍し、そして明治元年9月15日西仙
北町刈和野で庄内藩と激突、攻め寄った庄内藩の軍勢を激戦の末退け、
後に角館を守りぬいた功績が評価され、新政府から賞典を贈られるな
どの活躍をしました。しかし、大村藩の戦死者は7人を数え、遺体は
郷里大村へ帰ることなく常光院境内に眠りました。
　このなかには、15歳の少年鼓手、浜田謹吾少年も含まれており、そ
の遺体の軍服には、母チカが出陣の際詠んだという次の和歌が縫い込
まれていました。
　「二葉より��手くれ��水くれ��待つ花は��君の為にぞ��さけやこの時」
謹吾少年の勇敢な活躍と、その母の子に寄せる心情は、往時の人々の
涙を誘い、一世紀以上経過した今日、歴史をさかのぼって姉妹都市縁
組実現に欠くことのできない大きな要因となっています。

交流の絆を永遠に

の༝ԑhistoryܞఏࢢຓ࢞
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相
談

募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

募
集

ʹؔ͢Δ૬ஊ͝ͱߦ
ʹ૬ஊҕһߦ
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。
ʲߦ૬ஊҕһʳ ▼羽川茂幸 ὸ42-2385  

田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ὸ
53-2690 角館町七日町34 ▼芳賀昭範 
ὸ48-2359 西木町桧木内字松葉161-1

ʲ�݄૬ஊॴ։ઃɾॴʳ ▼ 15日木・角
館交流センター ▼ 23日 金・市役所桧
木内出張所 ▼ 28日 水・田沢湖総合開
発センター 

ʲؒ࣌  r13:00 ～ 15:00
ʲ߹せ  r仙北市総務課 ὸ43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation૬　ஊ

ઋࣾࢢձٞڠࢱձ�
�݄の৺͝ͱ૬ஊ
　事前予約制で相談援助活動として心配
ごと相談を行っています。相談日 3 日前
まで予約のご連絡ください。
ʲ࣌ɾॴ �r ▼ 8日 木13:00 ～ 15:00・

仙北市社会福祉協議会角館支所 ▼ 14日
水 13:00 ～ 15:00・田沢湖福祉医療セン
ター ▼ 19日月 10:00 ～ 12:00・仙北市
中央公民館 ▼ 21日 水13:00 ～ 15:00・
田沢湖総合開発センター

ʲਃࠐɾ߹せ �r仙北市社会福祉協議会

▼角館支所 ὸ52-1624 ▼田沢湖支所 
ὸ43-1368 ▼西木支所 ὸ48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation૬　ஊ

ྩ�ୈ�ճ�おༀ૬ஊձ
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなど、お薬の相談
会を行います。家に残っている薬の整理

（持参した場合）や家庭用医薬品などお
薬のことなら何でも相談にのります。
ʲ࣌ʳ8月27日火 15:00 ～ 16:30
ʲॴɾ߹せ �rクオール薬局田沢湖店
ɹὸ43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation૬　ஊ

ແྉ๏૬ஊ
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。
ʲ࣌ �r9 月 4 日水 13:30 ～
ʲॴ �r角館交流センター 第 2 研修室
ʲ૬ஊһ �r久島憲晴弁護士
ʲ૬ஊ༰ �r ▼一般法律相談 ▼サラ金・ク

レジットなど多重債務のご相談 ▼中小企
業・個人事業に関するご相談 ▼高齢者・
障がい者に関するご相談 ▼交通事故に
関するご相談 ▼子どもに関するご相談

ʲਃํࠐ๏ �r総務課総務係に電話で予約し
てください。

ʲ༧डؒ࣌ �r平日 9:00 ～ 17:00
ʲ૬ஊؒ࣌ 1r日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

ʲͦのଞ �r相談に必要と思われる資料があ
りましたらお持ちください。

ʲ߹せ �r仙北市総務課 ὸ43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation૬　ஊ

ળҙ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·͢
ʲઋࣾࢢձٞڠࢱձدʳ
�݄ड　ܟশུ
◆ 伊藤司孝（角館東前郷字杉林）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ळ田৬ۀྗ։ൃଅਐηϯλʔ
࿅܇ۀ৬ڞެ
ʲ܇࿅ؒظ �r①②10月4日金～令和7年3

月28日金 6か月  ③④10月4日金～令
和7年4月28日月 7か月

ʲ܇࿅Պɾఆһ �r①電気設備技術科 /13人 
②ビル管理技術科 /15人 ③溶接クラフ
ト科 /12人 ④建築 CAD 施工科 /12人

※③④はビジネススキル講習付き
ʲ܇࿅ؒ࣌ �r9:30 ～ 15:40
ʲॴ �rポリテクセンター秋田（潟上市）
ʲืूݶظ �r8月27日火

ʲडߨྉ �r無料（テキスト代など自己負担）
ʲԠื֨ࢿ �rハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術・技能を身につ
けて再就職を希望される方

ʲ߹せ �r秋田職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター秋田） 訓練課 受講
生支援室 ὸ018-873-3178

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonηϛφʔɾࣨڭ
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おしらせ
ナビ

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

病ҩྍ૬ஊձの͝Ҋ
パーキンソン病や重症筋無力症などの難

病患者さんと家族を対象に、医師・薬剤師・
理学療法士・難病相談支援センター職員な
どによる相談会を開催します。（要予約）
ʲ࣌ʳ9月3日火 14:00 ～ 16:00
ʲॴʳ大仙市大曲交流センター
　（大仙市大曲日の出町2丁目7-53）
ʲਃݶظࠐ 8r月23日金

ʲਃࠐɾ߹せ 大r仙保健所 健康・予防課 
ὸ0187-63-3404

▼ ▼ ▼ Consultation૬　ஊ

શࠃҰ੪ʮ͜Ͳのਓݖ
૬ஊʯڧԽिؒの͝Ҋ
　法務局では、全国一斉「こどもの人権
相談」強化週間を実施し、皆さまからご
相談をお受けします。相談は無料で人
権擁護委員および法務局職員が平日夜間
および土・日曜日も相談に応じます。相
談の秘密は厳守します。なお、法務局で
は強化週間だけでなく、平日（8:30 ～
17:15）も相談をお受けしています。
ʲؒظ �r8月21日水 ～27日火 ▼平日8:30

～ 19:00 ▼土・日曜日10:00 ～ 17:00
ʲ૬ஊి �rこどもの人権110番　　　 
ὸ0120-007-110（通話料無料）

ʲ๏ہ-I/&͡Μ͚Μ૬ஊ �r ▼アカウン
ト名：法務局 LINE じんけん相談 ▼検
索 ID：@linejinkensoudan

▼ ▼ ▼ Consultation૬　ஊ

�݄։࠵༧ఆࡏ�৬ऀ܇࿅
ʲ༰ɾظɾఆһʳ ▼①エクセル基礎講習

《 9月6日金・13日金2日間 /10人 》 ▼

②生成 AI を使ったコンテンツ制作講習《 
9月9日月・10日火2日間 /10人 》 ▼③
第一種電気工事士筆記試験（下期）準備
講習①（電気理論等）《 9月19日木 ・20
日金 2日間 /10人 》 ▼④いちからはじめ
る3D CAD《 9月25日 水・26日 木2日
間 /5人 》 ▼⑤第一種電気工事士筆記試験

（下期）準備講習②（施工方法・配線図等）
《 9月26日木・27日金2日間 /10人 》

※③⑤は、オンライン受講可
ʲؒ࣌ �r9:00 ～ 16:00
ʲॴ �r大曲技術専門校
ʲड֨ࢿߨ �r現在お勤めしている方
ʲडߨྉ �r無料（テキスト代は別途）
ʲਃࠐɾ߹せ �r大曲技術専門校 民間訓

練支援室  ὸ0187-62-6321
※離職者等委託訓練も実施しています。

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonηϛφʔɾࣨڭ

େۂઋ৬܇ۀ࿅ڠձ�
֤छߨशձの։࠵ʹ͍ͭͯ
ϑϧϋʔωεܕམ੍ث༺ࢭ۩ಛผڭҭ
शձߨ
ʲରʳ高さ2m 以上の作業床を設けるこ

とが困難なところで、墜落制止用器具
のうちフルハーネス型のものを用いて
行う作業に従事する方

ʲ࣌ �r9月6日金 9:00 ～ 16:00
ʲਃݶظࠐɾఆһ �r8月6日火 / 50人
ʲडߨྉ �r10,000円（テキスト代含む）
शձߨҭʢ��Nະຬʣڭಛผंۀ࡞ॴߴ
ʲରʳ高所作業車を使用する作業に従事

する方および求職者
ʲ࣌ �r9月9日月・10日火 8:30 ～ 17:00
ʲਃݶظࠐɾఆһ �r8月7日水 / 15人
ʲडߨྉ �r16,000円（テキスト代含む）
शձߨҭڭऀࣄैۀ࡞ଳ༻ؙの͜൫औѻܞ
ʲରʳ携帯用丸のこ盤を使用する作業に

従事する労働者
ʲ࣌ �r9月20日金 8:45 ～ 12:45
ʲਃݶظࠐɾఆһ �r8月21日水 / 30人
ʲडߨྉ �r8,000円（テキスト代含む）
߲ࣄ௨ڞ˞

ʲߨशॴ �r上記3講習会とも大曲地域職
業訓練センター（大仙市大曲田町3-1）

ʲਃࠐɾ߹せʳ大曲地域職業訓練セン
ター ὸ0187-62-1726

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonηϛφʔɾࣨڭ

ळ田ݝओ͚ऀྸߴ�࠵�
εϚʔτϑΥϯૢ࡞ମݧձ

スマートフォンを使ってみたい、もっと
活用したい方向けに操作体験会を開催しま
す。スマートフォンをお持ちでない方（準
備します）も気軽にご参加ください。1 日
2 回を予定し、1 回目は初めて触る初心者
の方、２回目は少しレベルアップした内容
を予定しています。※事前申込が必要です。
ʲ࣌ 8r月27日 火 ①11:00 ～ 12:30 ②

13:30 ～ 15:00  ※参加無料
ʲॴɾఆһ �r角館公民館 /10人
ʲਃࠐɾ߹せʳ特定非営利活動法人 秋

田県南 NPO センター（南部市民活動
サポートセンター） ὸ0182-33-7002
受付時間9:00 ～ 18:00 毎週木曜日休館

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonηϛφʔɾࣨڭ

ۭ͖Ոのແྉ૬ஊձΛ
։͠࠵·͢
　仙北市に空き家を所有している方や、
自宅などが空き家となる見込みのある方
を対象に、不動産事業者や司法書士など
の専門家がアドバイスを行う空き家相談
会を開催します。1 組あたりの相談時間
は 30 分程度で、事前予約制です。
ʲ࣌ 1r2月8日日 10:00 ～ 12:50
ʲॴʳ角館交流センター（角館町中菅沢

77-30）
ʲਃݶظࠐ 1r1月15日金 ※定員に達した

場合、申し込みを締め切る場合があります。
ʲਃํࠐ๏ 電r話または二次元コー

ドからお申し込みください。
ʲਃࠐɾ߹せ  rNPO 法人あき活ラボ
ɹὸ0120-401-681

▼ ▼ ▼ Consultation૬　ஊ

ʮੜ໋のஷମૢʯߨԋձ
Ճऀืूࢀ
　生命の貯蓄体操は丹田呼吸をしながら

『カラダをゆるめる動作』を行うことで「心
とからだのバランスを調える」体操です。
私たちと一緒に始めませんか。
ʲ࣌  r9月21日土 10:00 ～ 11:30
ʲॴ 田r沢湖総合開発センター 大集会室
ʲ༰  r講話「人生100年時代の健康づ

くり」
ʲࢣߨ  r太田豊子 氏
ʲࢀՃྉɾఆһ �r無料 /30人程度
ʲͪ࣋  r飲み物
ʲਃݶظࠐ  r9月16日月・祝

※定員になり次第申込受付を終了します
ʲਃࠐɾ߹せ  r生命の貯蓄体操田沢湖連

絡所代表 坂本ὸ090-5593-7113

▼ ▼ ▼ Recruitmentื　ू

͞ΘかϘϥϯςΟΞʮͻ·ΘΓʯओ࠵
ʮϚοαʔδʢૢज़ʣʯ
の͝Ҋ
　足腰が痛い、足のむくみ、足先が冷え
るなど、気になる方は体験しませんか。
みんなと話しながら、自分でできる足
マッサージです。
ʲ࣌ �r毎月第1・3木曜日10:00 ～ 11:30
※8月は、1日木 のみ開催
※事前申込不要、誰でも自由に参加可能
ʲॴ �r健康増進センター 交流プラザ
ʲͪ࣋ �rタオル、飲み物
ʲࢀՃྉ �r月100円 
ʲ߹せ �r坂本 ὸ090-5593-7113

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonηϛφʔɾࣨڭ

͞ΘかϘϥϯςΟΞʮͻ·ΘΓʯओ࠵
๏のϨοεϯの͝Ҋٵݺ
　自分のためにゆったりとした時間と空
間を一緒に味わいながら心とからだの健
康づくりをしましょう。
ʲ࣌ �r8月25日日 10:00 ～ 11:30
ʲॴ �r田沢湖総合開発センター
ʲ༰ �r呼吸法の実践とフリートーキング
ʲࢀՃྉɾఆһ �r200円 /20人
ʲͦのଞ �r動きやすい服装、飲み物
ʲਃࠐɾ߹せ �r坂本 ὸ090-5593-7113

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonηϛφʔɾࣨڭ
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ʮؼͪ࣋ΓʯϞσϧۀࣄ
͢·ళΛืू͠ྗڠ
　秋田県では、食べきれなかった食品の
持ち帰りモデル事業にご協力いただける
店舗を募集しています。モデル事業は 10
月から 4 か月間実施する予定です。ご協
力いただける店舗には、持ち帰り容器な
どの普及啓発資材を無料で配布します。
　詳しくは、美の国あきたネッ
ト（コンテンツ番号「80900」）
でご確認ください。
ʲ߹せ  r秋田県生活環境部温暖化対策課 
ὸ018-860-1560

▼ ▼ ▼ Recruitmentื　ू

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

૯߹ݝ੫ࣄॴから
��݄ݶظʣのೲظ�੫ʢۀࣄਓݸ　
݄Ͱ͢ɻ忘れずに最寄りの金融機関な
どで期限内に納めましょう。口座振替を
している方は、預金残高の確認をお願い
します。
　なお、納税通知書は 8 月 1 日木に発送
予定です。
ʲ߹せ �r秋田県総合県税事務所
　課税部 課税第一課 ὸ018-860-3338
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▼ ▼ ▼ Recruitmentื　ू

ʲ߹せ �r自衛隊秋田地方協力本部 大仙地域事務所  ὸ0187-63-1313

ืूओཁछ ظݧࢼ डؒظ Ԡื֨ࢿ

航空学生 9 月 16 日月・祝
 7 月 1 日月 ～

9 月 5 日木
18 歳以上、23 歳未満（海上）
24 歳未満（航空）の方

防衛大学校学生 11 月 2 日土
 7 月 1 日月 ～

10 月 17 日木
18 歳以上 21 歳未満の方

ࣗӴूื 　航空学生・防衛大学校学生を募集します。
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ྩ�ઓऀҨࣇʹΑΔҚྶ༑ળۀࣄ
日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。この

事業は、戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を実施するとともに、同地域の住民と友好親善を
はかることを目的とし、厚生労働省から補助を受けて実施するものです。
ʲର  r先の大戦で父などを亡くした戦没者の遺児
ʲඅ༻ 参r加費として10万円。戦没者の三親等以内の青年部が付添者として同行する場合、

旅費の3分の1の補助が国から認められます。
ʲ࣮ࢪҬʳ①マリアナ諸島（8月5日） ②東部ニューギニア・ビスマーク諸島（8月19日） 

③フィリピン（1次）（9月9日） ④ソロモン諸島（9月24日） ⑤マーシャル諸島（11月1
日） ⑥台湾・バシー海峡（11月15日） ⑦西部ニューギニア＜特定地域＞（12月3日） ⑧
東部ニューギニア＜特定地域＞（12月13日） ⑨タイ＜特定地域＞ (12月20日 ) ⑩ギル
バート諸島（12月25日） ⑪フィリピン（2次）（令和7年1月10日） ⑫中国（令和7年1
月20日）※（ ）内は申込締切日。日程など詳細は、日本遺族会のホームページ (http://
www.nippon-izokukai.jp/category/shinzen/) または事務局ὸ03-3261-5521まで
ご連絡ください。

ʲਃࠐɾ߹せ  r一般財団法人 秋田県遺族連合会 ὸ018-862-8820

▼ ▼ ▼ Recruitmentื　ू

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ʮ͍͋͡͞Ϳらͬͱαϩ
ϯʯの͝Ҋ
　「あじさいの会」は、子どもたちが健やか
に育ち幸せな未来につながるようともに考
え、語り合いながら歩む仲間です。親と子の
悩みを一緒に考えませんか。プライバシーに
配慮しますので、安心してご参加ください。
ʲ࣌  r8月28日水 10:00 ～ 12:00
※8月14日水は、お盆のため休みます
ʲॴ  rちば珈琲店（角館町竹原町）
ʲࢀՃྉ  r300円（事前連絡は不要）
ʲ߹せ �r ▼安藤 ὸ090-2989-2918 ▼伊

藤 ὸ090-3363-4391 ▼千葉 ὸ090-
6686-7301（ちば珈琲店）

ྩ�ʮ͜Ͳ·Μͳかࣇ�ಐࢱिؒʯඪूืޠ
　毎年 5 月 5 日の「こどもの日」から 1 週間を「こどもまんなか 児童福祉週間」（5 月 5 日
～ 11 日）と定めて、児童福祉の理念の普及・啓発のための各種行事を行っています。令和
7 年度の「こどもまんなか 児童福祉週間」に向け、その象徴となる標語を募集します。詳細は、

（公財）児童育成協会のホームページをご覧いただくか、問合せ先までご照会ください。
ʲืूؒظ  r8月1日木 ～ 9月30日月

ʲืू༰  rこどもたちを応援する標語や未来に向けてのこどもたちからのメッセージと
なる標語

ʲ߹せ  r公益財団法人 児童育成協会 「標語募集」係 ὸ03-5357-1174
　FAX 03-5357-1809　メール hyogo@kodomono-shiro.jp

▼ ▼ ▼ Recruitmentื　ू

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

Ұൠஂࡒ๏ਓ֯ؗײԸߨ�
ྩ�ஂࢱମॿ
ۚۀࣄのお知らせ
　地域社会の健全な発展と地域福祉の向
上に寄与するため、福祉団体等助成金事
業を行います。
ʲॿରʳ地域福祉の増進や地域貢献を

目的とした事業を行う団体
ʲืूؒظ �r8月19日月 ～ 30日金

　応募要項を当財団より入手し、申込書
を持参してください。

ʲక �r9月5日木

ʲ߹せ 一r般財団法人角館感恩講 
　平日9:00 ～ 16:00 ὸ42-8215
　メール info@kakunodate-kanonko.jp

ྩ�ʮՆࡇΓJOѪઋʯ
　皆さまのご来場をお待ちしています。
ʲ࣌ �r8月3日土 18:00 ～ 20:10
　( 開場17:30） 
ʲॴ �r社会福祉法人 秋田ふくしハート

ネット愛仙 駐車場 ※雨天時は、愛仙
作業棟（西木町小渕野字中関7）

ʲ༰ ▶r創作和太鼓 桂組 ▶大木彩乃 ▶
平かずみ &Swing Cherries ▶秋月会

※上記内容は変更する場合がありますの
で、ご了承ください。

ʲ߹せ 社r会福祉法人 秋田ふくしハート
ネット 愛仙の華 ὸ42-8295

▼ ▼ ▼ EventsΠϕϯτ

ͱ͠ΐかΜίϯαʔτ
ఱののࠨの؛ʹͦͬͯ
　天の川がきらめく夏の夜から秋へと向
かう季節、夜空にまつわる音楽と言葉に
触れるコンサート。歌と演奏、作品の朗
読を行います。
ʲ࣌ �r9月1日日

17:30 ～ 19:00
※入場無料、予約不要
ʲॴ �r田沢湖図書館 

1階 閲覧室
　（田沢湖生保内字武

蔵野105-1）
ʲग़ԋ �r▶歌・朗読 加藤真弓さん ▶クラ

リネット・ピアノ 安藤満里さん ▶ピ
アノ 倉持千惠子さん

ʲ߹せ �r田沢湖図書館 ὸ43-1307

▼ ▼ ▼ EventsΠϕϯτ

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ळ田ઢ�
ՆのεϚΠϧ
ύε
　最寄りの駅でスマイルパスを作って、
小中学生が保護者と一緒に乗車すると、
小中学生の運賃が、無料になる企画です。
ぜひ、内陸線で田んぼアートを見に来て
ください。
ʲؒظ �r8月31日土 まで
ʲ۠ؒ �r秋田内陸線全線
ʲର �r仙北市内の小中学生
ʲεϚΠϧύεൃߦӺ �r角館駅・阿仁合駅・阿

仁前田温泉駅・米内沢駅・合川駅・鷹巣駅 
ʲ߹せ �r秋田内陸縦貫鉄道運輸部
ὸ0186-82-3231

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ͬͨおۚɺ͏͖ͬͯ·せΜʂࢧ
　スマートフォンなどでのやりとりをきっかけとして ▶有名人を名乗ったり、つながりを
示したりして、お金がもうかると投資を勧められる ▶毎日連絡をとるうちに、恋愛感情を
持つようになり、会うための費用などとしてお金を要求される ▶コンビニで電子マネーを
購入するように言われる など、手口はさまざまですが、お金の話しになったら、連絡を続
けるのをやめて、すぐに警察へ相談を。おۚΛࢧͬͯ͠·ͬͨらɺ͏͖ͬͯ·せΜʂ
ʲ߹せ �r▶仙北警察署 ὸ53-2111 ▶仙北市消費生活センター ὸ43-3313

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

田Μ΅Ξʔτ ʮʹΫϨϤϯ͠ΜͪΌΜʯ͕ ొ
　秋田内陸線沿線５か所で実施している田んぼアートのうち、
1 か所（角館駅ｰ羽後太田駅間）では「クレヨンしんちゃん」
家族都市プロジェクトの一環として主人公・しんちゃんを再
現しています。田んぼアート周辺では、ゆっくりご鑑賞いた
だくため、一部列車で徐行運転を実施しています。ぜひ車窓
からお楽しみください。秋田内陸縦貫鉄道株式会社の
ホームページで、田んぼアートの様子を紹介しています。

ʲॴ  r▶仙北市…角館駅ｰ羽後太田駅間、上桧木内駅ホーム向かい ▶北秋田市…阿仁合駅 -
小渕駅間、前田南駅 - 阿仁前田温泉駅間、縄文小ヶ田駅ホーム向かい

ʲࠒݟ  r9月上旬頃まで　　　̡߹せ �r秋田内陸地域公共交通連携協議会 ὸ0186-82-2114

©U ／ F・S・A・A

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ʮ͍ͬͯΔʁ�ͦのͰか͚����൪ʂʯ
ʙ͍か͍ऀྸߴのอྗڠ͝ʹޢお͍͠ئ·͢ʙ
ෆ໌ʹͳΔͱ�▶夕暮れや夜間に交通事故にあう ▶川や用水路などへํߦ

転落してしまう などの可能性があります。
ʮ͍か͍かͳʁʯ͍ͨͮؾϙΠϯτʜ
　▶裸足だった ▶スリッパ、パジャマで歩いていた ▶店や住宅もない場所に向かい歩い

ていた ▶教えた道とは反対方向に行こうとした ▶声をかけた際、名前や住所がわから
なかった ▶会話が成り立たなかった

　警察では、皆さまに「はいかい高齢者」を見かけた際の「その場での声かけ・110 番通報」
をお願いしています。はいかい高齢者を発見した際の「110 番通報」にご協力ください。
ʲ߹せ �r仙北警察署生活安全課 ὸ53-2111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

தΛ͗·͠ΐ͏
தΛ͙ͨΊのରࡦʹ͍ͭͯɺ࣍のΑ͏ͳ۩ମతͳํ๏͕͋Γ·͢ɻ
ॵ͞Λආ͚ΔɺΛकΔ 《室内での対策》 ▶扇風機やエアコンを使って室温を調

節する ▶遮光カーテンやすだれ、打ち水を利用して室内の温度を下げる ▶室
温を定期的に確認し、適切に管理する《屋外での対策》 ▶日傘や帽子を着用し
て直射日光を避ける ▶日陰を利用して、こまめに休憩を取る ▶暑い時間帯の外出は控える

からͩのΛආ͚ΔͨΊʹ ▶通気性のよい服を着用し、吸湿性と速乾性のあるものを選ぶ 
▶保冷剤や氷、冷たいタオルなどを使ってからだを冷やす ▶適切な間隔で水分補給を行う

ಛʹҙ͍ͨ͠ํʑ ▶子ども：体温の調節能力が未発達なため、特に注意が必要 ▶高齢者：
暑さや水分不足に対する感覚や調整機能が低下しているため、熱中症になりやすい ▶障が
いをお持ちの方：自ら症状を訴えにくい場合があるため、周囲の人が注意深く見守る必要
があります

　これらの対策を実施することで、熱中症の予防に役立てて
ください。特に高温多湿の季節や環境下での注意が必要です。

ʲ߹せ �r角館消防署 ὸ54-2302

田沢湖ӺલՆ·ͭΓ
��पه೦ຽགγϣʔ
　田沢湖駅前広場を活用する会「こまち
の会」が発足して 10 年。地域の皆さま
に感謝を込めて、歌って、奏でて、踊り
ます。ゲストに民謡日本一歌手の小野花
子さんをお迎えして、秋田ふるさとの民
謡を歌っていただきます。皆さまのご来
場をお待ちしています。
ʲ࣌ �r8月15日木 18:00 ～ 20:00
　（開場17:00）
ʲॴ �r田沢湖駅前広場
ʲ߹せ �rこまちの会 村上陽子 ὸ43-1191

▼ ▼ ▼ EventsΠϕϯτ

YouTube：総務省消防庁
〈熱中症予防

啓発ビデオ2023①〉

ʮࢁのָࢢʯ֓ۀࣄཁઆ໌ձの։࠵ʹ͍ͭͯ
　首都圏で実施している仙北市物産展「山の楽市」を 10 月 18 日金～ 20 日日と、12
月 13 日金～ 15 日日に東京都町田市「ぽっぽ町田」で開催します。仙北市の自然の恵み
や地域特産品および観光資源を PR し、地元特産品の新たな販路開拓と仙北市への誘客活
動を目的に実施します。次のとおり事業概要説明会を開催しますので、出店を検討また
はご希望の方は電話でお申し込みください。
ʲ࣌  r8月19日月 14:00 ～ 
ʲਃࠐɾ߹せ  r仙北市商工会 田沢湖支所 ὸ43-0372 担当：大牧

▼ ▼ ▼ Recruitmentื　ू

ʲॴ 西r木総合開発センター 集会室ʲਃݶظࠐ  r8月9日金




